




いる。 この合計金額より、 以前処分費用を支払っていた時の金額の方が高額であった。 都

心と地方とではかなりごみ処理費用に開きがあると思われる。

【今後の取組み】

現在関東圏内の30店舗で行っているが、 今後は、 地域を拡大したいとしている。

再資源化の問題点としては、 行政区によって対応が定まらず、 全体的に考えるのが難し

い時があるとのことである。

写真1 販売している肥料（ホームページより転載）
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【生ごみ乾燥物】

乾燥処理によって出来上がった生成物は、 肥料として東京農業大学で成分検査され、 東

京農大土壌研究室「みどりくん」（食品循環資源再生資材）として、 現在協力農家に無料配

布しているとのことだが、 今後も肥料化を事業化する意志はない。 農家に配布する他に、

市民のイベント時などにも500g袋入りの物を作って提供しているとのことである。

農家での野菜の評判は良く、 将来的には生鮮食料品売り場でこの有機肥料から出来た野

菜を販売していきたいとしている。

写真2 生成している堆肥「みどりくん」
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写真3 屋上(9階）のごみ集積場

写真4 屋上(9階）にある生ごみ処理施設の内部

写真5 屋上に設置された生ごみ処理機
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屋上の通路脇にご

み集積場が設置され

ており、 分類毎にコ

ンテナに集められて

いる。 狭い場所に効

率良く積まれ てい

る。 この集積場の裏

側が生ごみ処理施設

になっている。

ごみ集積場の裏手

の屋内にある生ごみ

処理機。 手前に写っ

ている容器が各テナ

ントで生ごみを入れ

る専 用 カ ー ト であ

り、 専用のカ ー ト洗

浄機も設置されてい

る。

機械にIDカ ー ド

を入れて、 処理機に

カ ー トを乗せると自

動的に重量 が量ら

れ、 生ごみが投入さ

れる。 コ ンピュ ー タ

に排出量が読み込ま

れ、 それによって費

用を負担する。















ネギ、 キャベツ、 カボチャなどの野菜を作ってもらいたいということである。

⑥今後の意向

分別の徹底には従業員の理解 と教育が非常に重要である。 減量化のため、 ごみは13に 分

類されており、 実際各部署での分別は大体4分類（ゴミ箱4つ分位）である。 今後の課題

としては一 人一人が分別を「継続」していくことが大切なことである。 従業員が変わった

り、 新規の従業員が入った時など、 本ホテルの取り組みを理解してもらうよう啓発を続け

ていく。

四角＜固められた

缶及び段ボール、 廃

油置き場。 かさ張る

缶は圧縮されてリサ

イクル業者に引き取

られる。 狭いスペー

スにもごみを集めや

すい様にごみは整理

されている。

写真6 圧縮された缶類及び段ボー ル

生ごみ処理機から

生成された堆肥。色は

茶色 くさらさら とし

ている。微生物によっ

て醗酵させるため、臭

いはかなり緩和され

ているC

写真7 生ごみ処理機で生成された堆肥
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写真8 ごみ処理施設内部

写真9 施設入り口のごみ集積コンテナ
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写真10 一般向けに販売されている堆肥
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狭いスペースに

生ごみ処理機（二槽

式）、ビンの破砕機、

段ボール圧縮機（現

在分別できない紙

ごみ圧縮機として

利用）等が設懺され

ている。入り口のコ

ンテナにはリサイ

クル不能なごみが

集められている。

ごみは13種類に

分別されている。分

別出来ないものは

一般ごみと産業廃

棄物に分けて、それ

ぞれ処分する。




